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Into my Packet

後藤滋樹の新・社会楽
第63回「フィードバック」

後藤滋樹
goto@goto.info.waseda.ac.jp
●早稲田大学理工学部情報学科
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【鏡は重要】
人間は「万物の霊長である」と偉そうな顔をしている。しか

し人間は万能ではない。明らかに弱点がある。たとえば、鏡を使

わないと自分の顔を見ることができない。ギリシャ神話のナルシ

スの例をひくまでもなく、鏡は重要な道具である。古代日本にお

いても、鏡が重要な器の1つとされていた。

人間の顔を鏡に映してみせるのは、現代では簡単なことだ。も

っと大切なのは社会的な鏡である。つまり、人間は社会の中の

自分の姿を自ら認識することができない。仕方がないから、他者

の反応を通して自分の姿を間接的に認知している。これは鏡の

ようなものだ。

社会生活では、自分の言動に対する周囲の反応が手応えにな

る。もしも周囲から無視されたら、社会的な手掛かりを失ってし

まう。村八分の状態に陥るのは恐ろしい。昔から現在にいたるま

で、ある人を社会的に無視するのは、制裁の意味を持つ。

【フィードバックの欠乏】

フィードバックという言葉は、電気工学、

自動制御、あるいは心理学、教育学でも広

く用いられている。バックというのは、結果

（出力）を参考にして原因となった行動（入

力）を修正する、逆向きの制御という意味

である。鏡に映った自分の顔を見て、表情

を修正するのはフィードバックの一例だ。

人間が社会の反応を感じる度合いには、

個人差がある。ある人は敏感に反応する。別の人は周囲の反応

に鈍感である。敏感に反応する人は、周囲に影響されて疲れて

しまいそうだ。しかし、敏感な人は自分の言動が周囲に受けるか

どうかを感知できる。つまり周囲を楽しませて、それで自分も楽

しむことができる。

興味深いのは、周囲の反応に鈍感な人である。社会的な鏡が

なくては生活ができないように思われるが、実は意外に平気なの

だ。つまり鏡がなくても社会生活に支障は生じない。鏡を使わな

いのだから、周囲の反応には依存しない。その代わりに、自分の

主義主張、原理原則に忠実に生きる。いわば独立独歩の人たち

である。

どちらの生き方がいいのかはよくわからない。敏感派も独立独

歩路線も、それなりに社会的に意義があるのだろう。少なくとも

日本では敏感派が多数を占めているように思う。独立独歩派は、

多数派によって敬遠されることがある。それでも平気なのは、周

囲の反応に鈍感でいられるからだ。実に社会はうまくできている。

【ネットワークは社会を変える】
いよいよ、インターネットが社会の神経網として浸透してきた。

社会的な鏡は、他人の反応を集めたものであるから、ネットワーク

を経由した反応も立派な構成要素となる。しかも、ネットワークは

従来の社会の反応に比べて、いくつかの優れた特徴を持っている。

まず、反応が速い。いまだに電話が高速の伝達手段で、電子メ

ールは留守番電話のようなものだと信じている向きもあるようだ

が、実際には電話をかけても相手が出るとは限らない。携帯電話

でもつながらないことがある。電話による会話は、相手を占有する

贅沢な通信なのだ。結局、メールのほうが格段に能率がいい。筆

者の分析でも、メールの返事はおおむね48時間以内に得られる。

しかもネットワークは広範囲におよぶ。メーリングリストの発

言に全国から反応が集まることも珍しくはない。隣人という言葉

は、ネットワークの力で空間を超えている。

もちろん、現在のネットワークには短所もあり、解決すべき課題

も山のようにある。それでも社会的な力を持

つようになっているのは事実である。この影響

力が今後とも増大していくのは間違いない。

【人間とは社会のこと】

私はコンピュータ・サイエンスを専門にし

ている。いわゆる計算機屋である。若いころ

には人工知能の研究に従事していた。これは

計算機に人間の代わりを務めさせようという

計画だ。人工知能は、ある程度まで実用化

されている。しかし究極の目標までは、まだ相当の距離がある。

コンピュータ・ネットワークは計算機の新しい使用法を示して

いる。ネットワークに直接つながれているのは計算機であるが、

それを使うのは人間だ。人間を中心に見ると、計算機が人間と

人間との仲介役を務めている。このような計算機の活用法がイ

ンターネットである。

人間と人間との付き合いの中に、わざわざ計算機を介在させ

なくてもいいと思われるかもしれないが、人間＝計算機＝人間と

いう図式は、とても有効であることが明確にわかってきた。この

インターネット型の仕組みが、人間社会を変えつつある。つまり

高度なフィードバック社会が実現する。

考えてみれば「人間」という言葉はおもしろい。人の間と読め

ば、社会のことを意味する。実際に「人間」を辞書で引くと、

世間という意味がある。つまり社会のことだ。インターネットは、

人間＝ネットワーク＝人間と考えることができる。これを漢字で

書くと、人間人という感じだろうか。
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